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南洋族行ご黄道光
坂　元　鐵　馬
　一昨年の天文月報六・七刀號に出てゐま
した・ホフマイスタ1の蹟道光を訪ねて
（西印度紀行）■の交が刺戟になりまして寸
分も一つ南の方に出掛けて果して此記事の
雑なものが確めて見度V・と思ってゐました
が，幸ひ今度春休みに年越の希望を果す事
が出來ましたのでこM（族行の大要を記し
ます。
　曹逓南洋と申しますと馬來諸島方面を指
しますが，私の参りましたのは此頃返せ返
さぬで問題になりました委任統治の南洋群
島の申日本に一番近いサイパン島附近で
す．
　ag一一の目的は黄道光と封日照の観測で黄
道光は熟帯では明るく見えると云はれるが
どんなに明るく見えるか，叉内地との間に
同時観測をやって中心線が一致するかどう
か，郎ち観差の有無を確める爲です。第二
は昆虫探集及び海洋生物の編集第三はつ
まり南の國に憧れてと云ふ所です・往きも
蹄りも一週間かXるし只一入族ですから退
屈せぬ爲に直間は双眼鏡で太陽を眺めたり
海水の温度，比重，氣温等を測る事にしま
した．
　日本郵船の裏南洋航路鴎横濱一サイ
パンーヤツプーパラオーダバ順行の
西廻線と横濱一サイパンートラツクー
ーヤル1ト行の東廻線，その他に横濱一
サイパンーテニアンーロタ行のサイパ
ン線，以上三つの航路がありますが，私の
乗りました船はサイパン線の筑後丸と云ふ
船で二千三百噸，南洋航路では一番古くて
小さい船ださうです・
　四刀六日輻岡登，七日早朝横濱着漸く船
に乗り込み三等室に入って見ますと客と見
邊人で一杯です獄棚式に二段になって薄暗
く盤は敷いてありますがペンキの臭氣がム
ツとする様です・
　合圖の銅羅が鳴って型の如く別れのテー
プ華やかに諮る人途らるN人の問を繊ぐテ
1プも一本切れ二本切れやがて最後の一本
が切れ船は静かrc岸g“を離れ別才しを惜む白
いノ・ンカチのみが何時迄もひらめいてゐま
す・船は七日午前十一時出帆．初めて見る
横隔の港，日本の表支關欺けに大きな船が
澤山入ってゐます・正午頃横須賀の沖を通
過，遙か彼方に航空母艦が角材を浮べた檬
．に，見えました．三浦岬を過ぎて城ケ島が見‘
えます．野島崎の白い燈豪が少さくなると
船はもう太ZF洋へ乗り出したわけでウネリ
が高まって來ます・伊豆の大島はかすみて
見えず，近頃自殺大流行で名を塞げた三原
山の噴姻も分りません内地の山々が，霞ん
ですっかり見えなくなるといさNか淋しい
です．
　船客の大部分は沖縄の人で所謂農業努働
者，向ふの甘楽畑に働きに行く人達です・
他は商人か，内地から向ふに活路を見出し
に行く人等でず・
　三日目の午前に小笠原群島が見えて來ま
した・青）・海の上に小さなゴツゴツした岩
山が澤山並んでゐます．犬の歯の様．です・
双眼鏡で見ますと青々と草の生へた島もあ
ります・が無人島ださうです・
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彼方に父島が見えて來ました．富士火山那
の延長丈けにゴツゴツした鳥です．島が近
くなりますと山膚の騰れた所は紅柄の様に
甘く見えてゐます・此邊は要塞地帯で窟眞
を撮るわけに行きません．
　午後一時二見港に入りました．山に園ま
れて水深く頁港です港の奥に大村の町があ
ります・山の頂には大きな海軍の無電塔が
立ってるます・將來太雫洋に砲姻棚引く時
が來たら旺んに活躍ずる事だらうと思ひま
した．山には一；杯機榔が生えてゐます．内
地は櫻が滞開と云ふの1・CこNはもう六月頃
の氣候です・午後の陽が波に反射してまぶ
しくギラギラ光ります・碇泊二時間で上陸
は出來ませんでした．錨を揚げて港を出ま
すと向ふに母島が見えます一燃える様な紅
い夕陽が海Z）彼方に沈んで行きます・そし
て東の方には月が昇って來ます・
でるます・
が躍ります．地球が了いせいか初めは山の
頂丈け見えて小島かと思ってゐました段々
近づくにつれて長）・島になりました．一時
頃愈々ガラパンの沖へ投錨船から見る南の
島は線に包まわて海岸は椰子の林になって
ゐます・海岸から離れて沖の方を白波が一
線をなして島を孕んでゐますがあれが珊瑚
礁のある所ださうです・白服の役人がラン
チで乗り込んで調て人員黒占呼あり人の顔を
ジロジロ見て通ります・艀に乗って一先づ
上陸，一週間振りに大地を踏みました・上
陸して見ると暑）・事正に内地の眞導燈，道
路も家も眞白で眼がくらむ様です・．ガラパ
ン町は日本人多く南洋騰の支聴あり，病院
あり，小學校あり，旅館あり，自動車あtj
で内地の町と明り攣りません・船中で知り
合ひになr）ました飯島さん（此人とずっと
　翌十日は全くの凪ぎです・然し大き
　なウネリがありますので船はゆらりゆ
　らりと動揺します・；其日から急に：暑さ
を感ずる檬になりました・正午過ぎに
二十三早牛，北回蹄線通過，船は一路
南へ南へと航海を績けます・海の色が
　とても美しいです・全くのコバルトブ
　リユ1三時頃海豚の大群を見ました・
飛魚がボツボツ飛出します・
　十一日の朝，南洋富士と云はれるウ
　ラカス島を左舷遙か彼方に眺めました
他三日雫凡・少し時化まし．た．
　横濱出帆以來六日目の＋二日愈々サ
　イパン島に着く日です・早朝左1舷にア
ナタハン島が見えました・まるで大阪
　ことばの様な名前の島です・十時頃に
1は既にサイパン島が見えると云一S・ので
i甲板に出て見ますと，遙か向ふの水脚
線上にかなり罪しい小島がポツリ浮ん
　　　あれがサイパン島かと思ふと胸
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ロタ島まで一緒で蹄りにサイパン島で別れ
ました・）と一一緒に山の方へ登って見まし
た・町外れに小さな小學校あり，赤銅色の
土人の子供達が日本の唱歌を合唱してゐま
した・校庭はなだらかな傾斜になり．一面青
い芝生でその周回は熟讐．直物が高く茂りあ
ちこちに椰子の木が高く見えてゐます．内
地から初めて來た者に杉らしいのは先づ椰
子の木です・實を澤山つけてゐます．高く
高く伸び切った所で翼の様な葉をサツと握
げた椰子は實に印象的なものです・サラサ
ラと葉ずれの音を聞き乍ら二人登って行き
ました・パンの木，芭蕉　マンゴの木，パ
・イヤの二等の繁った中に土人の家があり
ます・その土人の家で初めて椰子の實の中
に入ってみる水を飲んで見ました．砂糖水
を一寸うすめた様な甘さと一種の臭味をも
った水で喉が潟いてるましたのでこれはう
まいと思ひました．水の不自由な所はよく
したものです・一つの實の中の水はとても
一人で飲み切れない程です・此島は全島珊
瑚礁で下は直ぐ石ですから井戸が堀れず掘
った所で永がありませんから日本入は家を
トタン屋根tcして天水をタンクに溜めて欽
用に供してゐますが土人は天水をとる事を
知らないので椰子の水を唯一の欽料にして
ゐます・某故椰子は命の親で非常に大事に
し土地は内地人に貸しますが．椰子の木は土
人の所有だざうです．
　高い所に登って海の方を見ますと沖には
先山乗ってみた筑後丸が浮び紺碧の海が披
ってゐます．その一瞬間内地離れて七百浬
思へば遠く來つるもの哉と族愁を感じまし1
た・
其日はガラパンの旅舘僻帥翌朝出を越
へて叉二人船中で親しくなった佐々木と云
ふ人の家を訪ねました・タツボウチヤウと
云ふ所だと聞いてゐましたので町でもある
のかと思って行って見ましたら町どころか
全く山の巾でした・片假名の地名らしv｝で
す・開墾地でぽんとに浮世離れた出中住ひ
竹の柱に萱の屋根式の簡箪な住居です・山
には鹿もみるさうですから鹿の鳴く聲も聞
h｝tしる事と思ひます・珍客待墨で是非泊っ
て行けとの事でそこに一泊，夜中に猛烈な
スコールが襲憎し蚊帳の中に雨が降り込み
目が畳めました・
　翌朝山を下り甘薦運搬列車に乗ってチヤ
ランカノアと云ふ所へ午過ぎ着，汽船はガ
ラパンからこS　1・こ來て砂糖を積込んでゐま
したのでこNでヌ．乗船，船は其日の四時頃
テニアン島へ向け出帆，直ぐ隣の島ですか
ら六時にテニアンのソンソンに投錨中島
には知人がゐますので其晩はソンソン町か
ら一里程入った製糖會杜の第二農場の宿舎
に泊ることにしました．ソンソンに出迎へ
て昊れましたのでそれから夜の田舎道を自
落車で行きましたが石灰岩のゴロゴ『した
夜道の事とて少からず疲れました・宿舎に
若いたのが八時頃，それから均膿を洗って
寛：ぎましたが，幸ひ空は晴れてみる様でし
たから早速黄道光襯測に取ヵ込りました。
出て見ると晴れてはみますが地三線附近は
雲が多くて充分槻馬出來ません・南天をま半
々晴寓してゐまして南十字星高く上り，その
東にはケンタウルス座が賑やかに輝いてゐ
ます・最初は見馴れぬ星なので片隅がつき
ませんでしたが東の方に蜴が頭を出してゐ
・ましたので分りました．南東の貿易風が張
く吹いてゐましたし雲も多くなりましたの
で南天を八分間露出で撮影しました・北極
星は緯度の示ず通り十五度位の北天砥くか
Nり，獅子座は天頂の少し南にあり・レグ
ルス木星は正に天頂に輝）・てるます・水晶
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球も持って行きましたので
一時黄道光を撮影しまし
た，
　翌日は友達の案内で山面
畑を巡りました．現在三千
町歩位開墾され肥料をやら
ずに立派な甘薦が出來てる
ます・竹の様に太く長い甘
簾を，k分噛りましたが此慮
のは實に甘いです・此の日
の夕方五時牛に栗鼠其夜出
帆，愈々次は終鮎ロタ島で
す・翌朝早く着きましたが
かなり大きい島で直径三，
四里あります．サイパン，
ケンタウルス座と南十図星
灘灘露礁鍵
　　　　　　　　　　　テニアン島は割
合に雫たい部分が多いのですが此島は大部
分岡でまだ直り開墾されてるません・風が
山のために遮ぎられる爲か鹸り風がないも
のですから今迄の中で最も暑く感じまし
た．上陸の時間が早く船で朝食を出さなか
ったものですからバナナを朝食代りにしま
したが飯島さんも私も暑さ，空腹弓勢と三
つの條件が一致して午前Φは二人共海岸の
椰子の葉蔭で休みました・北緯十四度太陽
は眞上から照します・此の島には今日本人
は僅かしか住んでゐません・土人が主です・
　船は着いてその日に幽帆愈々今迄の路を
蓮に内地に向って蹄航の途に就きました．
翌十七日テSアン，十八日サイパン，二十
一日小笠原寄港，二十四日の午前十一時無
事横濱着，二＋五日夜當地着，所要日籔約
三週間，向ふで陸の上に泊った晩は僅かに
三夜，大部分汽車と船に揺られ通しで少々
疲れました．着いた晩には流石にじっとし
て動揺しない鰻床の有難さをしみじみ感じ
ました・
　以上が放下の大要ですが向ふの氣候風土
の事をご三附記致します．熱帯の事ですか
ら年中暑いわけで正刀と云っても扇を使ひ
乍らお目二度うを云ふのですから一年の匠
切りがはっきりしない爲年の経つのが分ら
ぬ由，浦島太郎が何時の間にか白髪になっ
て驚いた筈です・一年の牛分即ち十二月頃
より五月頃迄が乾燥期で六月から十一月頃
までが雨期になってみるさうです．乾燥期
と云へども猛烈tt夕立が日に二三遍はやっ
て來ます・年李均温度は三十度位或はそれ
以下かと思ひます・太洋の紅中にある低い
島ですから割合猿しいです・
　産業は甘庶帥ち砂糖製造轟けと云ってい
N位です何しろ小さな島ですから大した事
は出鉱ません．
　製糖工揚がサイパンとテ＝アンにありま
す・植物は殆んど熱帯春物ですから此等に
趣味のある人は取穫が多いでしやう・動物
では山の中に野生の一輪等がみるさうです
見馴れぬ臨監なスマ1トな鳥が澤山飛んで
ゐました．大トカゲと云って長さ三尺位の
大きなトカゲがゐます・此は押へたり等し
なければ食ひ付きません・それから異を接
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げると一尺位の大切ウモリがゐます・叉椰
子蟹と云って椰子の木に登りあの大きな實
を偉大な鋏でプッツリ鋏み切って下に落し
食べる蟹がゐます・
　三三あたりと違ってマラリヤ蚊は全く居
ないさう．ﾅす・然し小さな蚊はゐます．蟻
や蝿竜多いでナ果物はず）・ぶん色々な珍
らしいのがあります・i陥凹バナナに比べて
下塵のは小形でトテモ美味しいです・バナ
ナの他にパイナツカレ，マ、ンゴ1・メロン，
シヤシヤツプ，パンの實パパイヤ等k・
　此島の土人は日本式の敏育を受けてゐま
すかち若い者は皆日本語が上手です・老人
でも分ります・土人の中カナカ族と云ふ方
は本當の土人で赤銅色に筋骨逞しく・男は
赤揮をしめ，女は内地の押回服の様なのを
着てゐます・カナカ族の他にチャモロ族と
云ふのがゐますが止は元此島がスペイン領
であった時代にスペイン人との問に禺來た
混血族でカナカ族より少し丈化の度が高く
奮敏を信じ男もシャツにヅボンを穿いてゐ
ます・初めてサイパンに著いた夜，散歩に
海岸に出た時に土人が二三人凍みに出てゐ
ましたが色々話した後で土人が踊って見せ
ました・熟帯の即夜は實に明るいです・土
人は均艦に椰子抽を塗ってゐますから月の
光でピカピカ光ります．尻を叩いて調子を
合して節面白く實に愉快さうに見えまし
た．
　扱肝心の黄道光槻測に就き感じました事
は第一に船．しからの槻測は船が航海中で且
波静かな時は充分糊測出來ますが時化にな
りますと，三等の甲板は沫をかぶりますし
夜盛んに動揺するとき甲板に出る事は甚だ
危陰です．叉碇泊中で荷役をやった時は夜
明るい電燈を惰頭につけてゐますから充：分
野測出來ません・ヌ鷲の向きで三等甲板か
ら黄道光が見にくい時があります・二等の
甲板を使はしてもらった事もありました．
然し二等ヂツキは室内の明が漏れたり，煙
突の煙が邪魔になったりして封日照は充分
襯口出來ません．案外思ふ様に行かぬもの
です．蘇に朝は皆早く起き朝食も早いです
からi封H照を夜牛迄待って槻測するとなる
と翌日は朝食抜きの心算でやらねばな、りま
せん．今度封日照は僅か三回しか観測出來
ませんでした・
　全く雲一つない晴夜は一回もありません
でした．北回罫線以南は南東貿易風の営め
に何時も雲が去目してゐました・然し空の
透明な事は事實です・黄道光は輻岡市附近
で見るよりは大部明るいですが，田舎の方
で見る時は左程相違ないと思ひます・此黙
ホフマイスタ1が蓮べてるる通口です．サ
イパン附近で槻測しました時は黄道光が眞
直ぐに立ってるた爲か空が澄んでみる爲か
光帯の部分を巾廣く襯即してゐます．戸口
二十度．小笠原から内地に近づくに從って
空がかすんで來ました．尤も其頃天氣が悪
かったぜいかも知れません・船の人に黄道
光の事を聞いても全然知りませんでした．
　旧年の二月には南洋で皆既食があるさう
で京都からも槻四国が行かれる事と思ひま
す・二月頃は銀河が邪魔しませんからも一
度内地との間に同時観測が行はれる事と思
ひます．
　横濱からPタ鳥間の汽船三等運賃は往復
七十圓，二割引で五十七圓で待遇は大した
事はありませんが遠い割には安）・です．僅
か三週間位で日に嶢けて一寸南洋迄洋行し
て來た等と洒落るのも愉快です・同時槻測
は岐卑．の廣瀬君と北海道の下保君と三人で
行ひましたがその癌果に就いては追て黄道
光欄に登表する心算です．
